
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

学 校 名 羽島市立福寿小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１４日（木）～１１月２８日（金） 

 

実 施 概 要 

①教育週間で授業公開の実施（１０月３０日～３１日） 
②母親委員会からの提案による「命の授業」親子で命についての講演会 
に参加（１０月３０日 ５･６年生児童と保護者対象に実施） 

③地域講師によるクラブ活動の実施 
④５年生体験活動「稲刈り」の実施（１０月２０日） 
⑤ふれあいサロン（地域の老人会）に参加 
  （４年児童 １０月１５日・２２日、１１月２５日） 
⑥福寿町文化祭出品 
⑦学校・地域総参加による合唱祭「福寿唱」の実施（１１月２８日） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   ■産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 ■講演会等 
 

■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者    約４００ 人 
計  約５００ 人 

地域関係者    約１００ 人 

 

実 施 状 況 

①教育週間での授業参観の実施（１０月３０日～３１日） 

各学級で全教職員授業公開・終日の自由参観 

②「命の授業」母親委員会が主催で開催。講師を招聘して、親子で命の尊

さについての講演会に参加。 

（１０月３０日５･６年児童と保護者対象） 

③地域講師によるクラブ活動の実施（１０月２１日・２８日） 

年間を通して・茶華道・料理・ゲートボール・昔遊びのクラブで地域よ

り講師を招き、活動を実施している。この時期は指導者への感謝の会を

中心に行った。 

④体験活動「稲刈り」の実施（１０月２０日） 

５年生による、米作りの一環として田植えと同様、稲刈りの実施・指導

者（地域、県の農業改良普及センター、市役所、農協、保護者）による

稲刈りの指導を受け、勤労体験的な学習を行った。 

⑤「ふれあいサロン」（地域の老人会）に参加。 

（４年児童 １０月１５日・２２日、１１月２５日） 

地域別のグループを編制し、各地域の老人会活動に参加。一緒に遊びを

したり、手紙などの交換をしたりとお年寄りとふれあう時間をもった。 

⑥福寿町文化祭に作品出品（１１月２３日）児童の作品を、コミュニティ

ーセンターの展示室に掲示した。 

⑦全校児童・保護者・学校懇話会委員・地域関係者参加による学校の音楽

祭「福寿唱」を実施（１１月２８日 羽島市文化センタースカイホール

において） 

・保護者 ４００人程度 地域関係者 １００人程度が参加。各学年・学

年部による音楽発表 ６年生による鼓笛演奏・全校合唱 

・地域の方とともに「ふるさと」を合唱 



 

成果及び課題 

・授業参観を教育週間として、終日の授業公開を実施した。このことによ

 り、多くの保護者や地域の方に、授業だけでなく学校の生活全般にわた

 って参観してもらい学校の教育の理解を深めることができた。また、「命

 の授業」をあわせて開催したことで、保護者と共に講演を聴く機会がも

 て、命の尊さについて、親子で話し合うきっかけがもてた。普段の会話

 では出てこない視点から親子で話し合うことができた、専門家の講演は

 とても分かりやすく、保護者にとっても考えさせられる内容であったと

 好評であった。 

 また、終日の授業公開をしたことで、通常の授業参観とは違う子どもの

 姿が見られたことがよかったという意見が多かった。 

・米作りの収穫作業を学習することにより、児童は手作業の苦労を実感し、

 機械化の理由を理解することができた。また、今回の体験により地域の

 方への感謝の気持ちや、地域で作られた食材に対する愛着心を高めるこ

 とができた。 

・地域講師への感謝の会やふれあいサロンへの参加を通して、地域の方と

 の交流や感謝の気持ちを高めることができた。 

・町民文化祭に作品を出品し、地域住民に学習の成果を披露することがで

 きた。 

・「福寿唱」では、日頃の練習の成果を出し切り、全校児童・保護者・学

 校懇話会委員・地域関係者と感動をわかち合い、学習の成果を披露する

 ことができた。 

 


